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中国西南内陸部に位置する四川地方では，古くより商業都市重慶を中心
とする交易が盛んにおこなわれ，これに付随して銭荘などの伝統的金融機
関や，特産物の移出入に従事した字号・商号などが，為替や手形の取引や
通貨兌換をおこなっていた。１９２０年代以降，西洋の制度を取り入れた銀
行が相次いで設立され，重慶では「銀行業界」が形成されていくこととな
る。
銀行設立ブームが起こった頃の重慶では，二つの点で大きな転換点を迎
えようとしていた。まず政治的には，地方軍事政権による地域的支配が，
新たに中央政府としての位置を確立しつつあった南京国民政府の一地方と
して組み入れられる時期にあった。また経済的には，地域的かつ重層的な
通貨流通制度が，国家的通貨体制へと統合されつつあった。
このように，「中央」と「地方」の関係が大きく変化しつつあった重慶
にあって，それまで築かれていた独自の地域的経済関係は，どのように変
動したのであろうか。これまでの研究では，国民政府による抗日体制構築
との関連から，国民政府の影響下にあった軍閥政府の政治経済的近代化に
ついて論じる見方が主流であった２）。筆者がこれまで取り組んできた重慶
における銀行業の設立とその近代化過程についての分析も，そのような問
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題意識の一翼を成すものであったと言える３）。一方で，重慶における近代
化を論じるためには，従前から存在していた経済制度についても具体的に
検討する必要があるが，これまでの研究では，資料的制約などからほとん
ど取り上げられてこなかった。そこで本稿では，『四川経済月刊』『四川月
報』『四川経済参考資料』などの既公刊資料や，台湾中央研究院近代史研
究所所蔵のアーカイブ資料などをもとに，清末期から１９３０年代にかけて
重慶に存在した手形交換の仕組みに着目しながら，こうした問題について
再検討していくこととしたい。
第一節 重慶の商人社会と産業取引構造
（１） 重慶における都市運営と商人社会
四川地方では，有史以来六度の移民ブームが起きたといわれる４）が，近
代以降の四川地方住民は，四度目および五度目のブームで移民してきた湖
広移民（湖北・湖南方面からの移民）が主体となっているとされる。これを
受けて，四川地方では清末期から民国初期にかけて，「会館」などの同郷
団体が設立されていった。
重慶では，移民の出身地に従って，江西会館・福建会館・陝西会館・山
西会館・湖広会館・広東会館・浙江会館・江南会館が設けられ，これらは
「八省会館」と呼ばれた。各会館は，会員の多寡によって宴会や会合を頻
繁に開いていた５）。また，各会館にはそれぞれ地方官との公務に当たる
３） 林幸司『近代中国と銀行の誕生――金融恐慌，日中戦争，そして社会主義
へ』御茶の水書房，２００９年。
４） 李洪康主編『中国移民史 四川分冊』（北京：中国財政経済出版社，１９８８
年）によれば，それは以下の通りである。①春秋戦国時代，秦が蜀・巴国を
滅ぼした際②西晋末年（４世紀）③北宋初め（１０世紀）④元末明初（１３６１
年～１３８７年）⑤清代前期（１７世紀中葉～１８世紀中葉）⑥抗日戦争前期（１９３７
年～１９４０年頃）。孫暁芬は，これらの移民ブームの内容について，①～③を
陝西・甘粛方面からの北方移民，④～⑤を湖広地域からの南方移民であると
指摘している。孫暁芬編著『明清的江西湖広人与四川』（成都：四川大学出
版社，２００５年）７～８頁。
５） 最も多く会合を開いていたのは，一年に３００回行っていた江西会館であった
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「首事」がおり，税金・保甲・消防・団練・債務整理・貧民救済・孤児院
や養老院の運営・慈善事業などの事業運営に際しては，上記の八省会館の
首事が集まった「八省首事」がこれに参与することとなっていた６）。初め
は商人や移民の便宜を図る役割を担っていた会館が，都市の様々な機能を
動かす自治機関としての役割を担うようになっていったのである。その結
果，重慶では政治・軍事を担う役人（あるいは地方軍事勢力）と，地方自治
を担う商人社会という二重構造が形成されていた。後述する「幇」の組織
を媒介とした商業取引構造は，同郷出身者間の人脈関係を強める作用を持
つ会館の組織と重なる面が多い。またこうした構造は，重慶における伝統
的社会事業を支える側面を持っていたと考えられる。
２０世紀前後，中国ではこれら同郷・同業団体とともに，商会など法的
な手続きを経て設立される「社団」組織が形成されていく７）。重慶では，
１９０４年，八省首事を「会董」とし，重慶最大の票号「天順祥」の経営者
李耀庭を総理とする，「重慶総商会」が設立された。会董には，綿布幇・
山貨幇・絹織物幇などの大商人が選定され，各幇間で起こる争いの仲裁や，
政府との折衝に当たった８）。こうして，会館などの同郷団体は，重慶の商
業界を代表する公的な団体「重慶総商会」へと統合されていった。後に清
朝の瓦解により票号が衰退すると，これに替わって綿布商などの大商人や，
銭荘などの金融業者が総商会の会董となっていく。
他方，重慶において金融業者が増加し，塩・絹・綿布などとともに「四
大行幇」と呼ばれる勢力へと成長するに従い，清末光緒年間に，銭荘の同
業者組織である「銭幇公所」が設立された。そして１９２６年，これは銭業
という。他に，特定の祝い事に際しては，全体で演劇や宴会が催された。周
勇・劉景修訳編『近代重慶経済与社会発展 1876-1949』（成都：四川大学出
版社，１９８７年），７２頁。
６） 前掲周勇・劉景修訳編『近代重慶経済与社会発展 1876-1949』７１～７２頁。
７） 特に上海における社団の設立が顕著であった。小浜正子『近代上海の公共性
と国家』研文出版，２０００年。
８） 前掲周勇主編『重慶通史 第一巻古代史 第二巻近代史（上）』５７１～５７４頁。
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公会へと改組されることとなる９）。以後，重慶における経済活動や社会事
業などは，四大行幇を始めとする大商人が，政治権力とは一線を画した影
響力を持っていくこととなるのである。
第二節 重慶の産業取引構造と通貨
（１） 産業取引構造の具体例――「山貨」の取引と「幇」
このように重慶の商人が影響力を持つに至ったのは，長江とその支流嘉
陵江の交差点に位置する重慶が，四川地方における商業および金融の中心
地として栄えてきたからであった。
古来「天富之国」といわれるほど物産が豊富であった四川地方では，穀
物や塩・アヘンなどのほかに，豚毛・桐油・生糸・漢方薬種・牛革・羊皮
など，「山貨」と呼ばれる一次産品が多く生産されていた。これら山貨を
扱う業者は，その性質によって三つに分かれる１０）。
まず，①山貨の輸出貿易に従事する「字号」である。これには，桐油の
販売を行う桐油字号，羊毛や鴨毛・生漆を扱う雑貨字号，豚毛や羊皮を扱
う猪字号などがある。
つぎに，②字号などに山貨の買い付けを仲介する業務に従事する，「堆
桟」・「中路」・「経紀人」である。このうち堆桟は，山貨商による山貨の購
買を仲介する業者で，最も規模が大きい。中路は，字号に替わって山貨の
買い付けおよび売却を行う業者で，雑貨を扱う雑貨中路と豚毛・羊皮を扱
う猪毛中路がある。経紀人はこれらの業務を個人で行うものである。
さらに，③産品の加工に従事する「洗房」・「梳房」などの業者である１１）。
洗房は黒毛を洗浄して製品とし，字号に転売する業者である。梳房は白毛
９） 劉聞非，蔡鶴年，盧瀾康，陳徳恕「重慶銭幇公所的由来」中国民主建国会重
慶市委員会，重慶市工商業聯合会合編『重慶工商史料選輯』第五輯，１９６４
年６月，１１５頁。
１０） 張肖梅『四川経済参考資料』（上海：中国国民経済研究所，１９３８年）T２９頁。
１１） 前掲張肖梅『四川経済参考資料』T２９頁。
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の調整を行ったのち字号へ転売するもので，人髪を扱うものは人髪梳房と
いった。
これらの組織は，株主が無限責任を負う「合股」１２）か，経営者が単独で
行う形態を取っており，出資者である股東と経営を担う経理が同一である
ことも多かった１３）。①の字号および②の堆桟・中路・経紀人等は，多数の
商品を扱うため規模が比較的大きく，資本額は５，０００～１０，０００元程度が主
流であった。一方③の洗房・梳房等は，品目毎に業者が分かれているため
零細なものが多く，資本額は５００～４，０００元程度が多数を占めていた１４）。
これらの業者のうち，商品買い付けのために多額の資金を必要とする字号
および堆桟・中路・経紀人が，銭荘などによる商業金融を利用する主要な
顧客であった。山貨は洗房・梳房や堆桟・中路・経紀人等複数の業者を経
て，いったん重慶に集められた後，字号によって上海など長江下流域の大
都市へ輸出されてゆくこととなる。そして下流大都市からは，工業製品や
舶来品など，「上貨」と呼ばれる商品が重慶へ輸入され，各地へ送られて
いった。なかでも主要な商品は，上海および漢口から輸入される綿布であ
った。綿布の輸入は，①商品を上海および漢口から直接仕入れて重慶へ運
ぶ字号と，②仲買人的性質を持つ「商舗」，③小売り業者である「綿紗舗」，
④水上輸送業者である「水客」などが，それぞれ受けもっていた１５）。
ところで上述の山貨商及び上貨商は，業者の出身地別にそれぞれ異なる
「幇」に属していた。この「幇」組織は，四川における秘密結社組織であ
る哥老会と密接な関わりを持っていた。哥老会は，清代の四川地方におい
て窃盗や賭博などの行為を行っていた「国」と呼ばれる集団が，天地会
１２） 一般に合股企業の株主は，当該企業において経営に参画し利益分配を受ける
権利を有するかわりに，債務に対する無限責任を負い，その出資額に応じて
当該企業の債務を返済する責任を有する。根岸佶『商事に関する調査報告書
――合股の研究――』東亜研究所，１９４３年，１５８～１６５頁。
１３） 前掲張肖梅『四川経済参考資料』T３０頁。
１４） 前掲張肖梅『四川経済参考資料』T３８～４０頁。
１５） 前掲張肖梅『四川経済参考資料』S４～６頁。
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や白蓮教などの秘密結社の組織の特徴を吸収して，清末期に形成されたも
のであるとされる１６）。１８５２年，太平天国討伐に当たって曽国藩が湖南省
において組織した湘軍が，多くの四川人を兵として雇ったが，この中に多
数の哥老会員が含まれていたため，哥老会の組織は四川・湖南など長江流
域へ急速に発展していった１７）。西川正夫の研究によれば，四川における哥
老会は，仁・義・礼・智・信の号（門）に分かれ，各地の機関部は「碼頭」
と呼ばれた。その会員は「袍哥」と称され，大爺（大哥）・二爺（二哥）・
三爺（三哥）・五爺（五哥）・六爺（六哥）・七爺（七哥）・八爺（八哥）・九爺
（九哥）・大（哥）の席次に分けて組織され，各碼頭の最高責任者は，「竜
頭大爺」或いは「舵把子」と呼ばれる。各碼頭間には，情報の急速な伝達
や他の碼頭に属する会員の保護について，密接な相互関係があるが，機構
としては，各碼頭が一応それぞれ独立の組織をなしており，哥老会全体と
しては，一種の分権的な連合体をなしていたとされる１８）。哥老会は，とり
わけ物流および商業交易の安全性と密接な関係をもっており，商業に従事
する者の多くがこれに加入していた。哥老会の組織は，それ自体が表に現
れることは極めて稀であるが，業種ごとに形成される「幇」は，それが表
社会の記録に表れたものであるとも言えよう。各幇は，それぞれ得意とす
る品目を開発・売買し，それを自らの関係の深い土地へ持ち込んで転売す
るという活動を行っていた。
（２） 重慶の通貨流通制度
(a) 銀両と銀錠
以上のような商業取引構造に連動して，重慶では複雑な通貨流通制度が
１６） 周育民，邵雍『中国幇会史』上海出版社，１９９３年，２２３頁。
１７） 前掲周育民，邵雍『中国幇会史』２４０～２４３頁。
１８） 西川正夫「辛亥革命と民衆運動――四川保路運動と哥老会――」野澤豊・田
中正俊『講座中国近現代史 第三巻 辛亥革命』東京大学出版会，１９７８年，
１６６～１６７頁。
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存在した。前近代中国における貨幣制度は，「銀両」と「銅銭」という二
つの秤量本位貨幣が同時に流通する，いわゆる銀銅複本位制がとられてい
た１９）。ここでいう「銀両」は，二つの含意を含んでいる。まず，秤量貨幣
用銀地金そのものを指す場合である。重量や品位がまちまちのそれらは，
銀の塊を意味する「銀錠」とも呼ばれた。つぎに，重さの単位である
「両」を基準とする貨幣単位を指す場合である。上海などでは，地域や用
途によって多くの銀通貨が流通していたことから，これらを改鋳すること
なく決済するための記帳単位としての「銀両」が，貨幣用銀地金としての
「銀錠」とは別に用いられていた。これらは銀地金とは直接の関連がない
ことから，「虚銀両」とも呼ばれた２０）。
清末期から民国初期にかけての重慶では，前者の銀錠を主体とする秤量
貨幣による交易が主流であった。重慶において流通していた銀錠には大き
く分けて以下の五つの種類があった２１）。
①大宝
主として四川省以外から持ち込まれるもので，いわゆる馬蹄銀と呼ばれ
るものである。重さは５０両前後。
②大錠
楕円形で重さは１０両程度，その品位は９８０～９９０とされる。
③中錠
形は大錠と同様で重量は４～５両程度。重慶以外で鋳造の上持ち込まれ
ることが多かったとされる。
④小珠
小粒状の銀塊で，重さは０．３～１両程度である。品位の低い銀などによ
ってこれを鋳造したとされる。
１９） 黒田明伸『貨幣システムの世界史 増補新版――＜非対称性＞をよむ』岩波
書店，２０１４年。
２０） 張家驤『中華幣制史』民国大学，１９２５年。
２１） 宮下忠雄『近代中国銀両制度の研究』有明書房，１９９０年，２８６頁。
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⑤片子
各種銀錠や銀塊の切断片などを指す。大きいものは４～５両（大片子），
小さいものは１～２分（小片子）と，大きさや重量は一定でない。重慶では，
銀錠１００両を「一包」として使用する慣習があったが，上述の各種銀錠を
ちょうど１００両とするために用いられた。
外地からもたらされる銀錠は，基本的に重慶において「銀炉」と呼ばれ
る業者が改鋳の上流通させることとなっていた２２）。この改鋳及び異なる銀
錠間の交易の際の基準とされるのは，秤量に用いる「平」と，品位を表す
「成色」である。
まず，重慶における通貨取引の基準とされたのは，重慶で通用する平を
意味する「渝平（渝銭平）」であった。これは，海関（日本の税関に当たる）
において用いられる関平１００両に対して１０７．２９両に２３），また，成都の平
（成都九七平）に対しては９９．８両に２４）設定されていた。
他方，重慶において通用する成色は「票色」と称される。これは，為替
を兌換する際に用いる中国標準の純銀（紋銀，庫平銀）の意である。重慶
では，この票色を基準として，業種ごとにそれぞれ用いる成色が定められ
ていた２５）。この票色は，清末から民国初期に至ると，新票・老票・套槽の
三種類に区分され，それぞれの成色間にはプレミアムが加えられるように
なったという２６）。これら成色については，銀炉がこの品位を保証し，また
自らが鋳造していない銀錠についても鑑定作業をおこなった。その後重慶
の開港とともに，重慶に銀の鑑定などをおこなう公的機関である公估局が
設立され，成色九七以下の銀錠についての鑑定が行われたとされる。
２２） 黎父「重慶金融市場考略」『銀行週報』１９２６年３月，１９～２０頁。
２３） 前掲宮下忠雄『近代中国銀両制度の研究』２８７頁。
２４）「重慶之通用貨幣及其匯兌計算法」『銀行週報』１９１８年６月１８日，１７頁。
２５） 綿布幇は票色１００に対して９４２，生糸幇は９６５，青麻幇は９６，火麻幇は９８
の成色を設定していたという。前掲宮下忠雄『近代中国銀両制度の研究』
２８９頁。
２６） 前掲宮下忠雄『近代中国銀両制度の研究』２８９頁。
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民国初期になると，重慶でも成都九七平が通用するようになったため，
重慶では九七平新票銀および九七平老票銀の二種類の銀錠使用が主流とな
り，これ以外の銀錠は受け取りを拒絶されるかプレミアムを要求されるよ
うになった。
(b) 銀元
中国では１９世紀中頃から，メキシコドルなどの銀貨がイギリス東イン
ド会社などによって持ち込まれ，沿海部を中心に流通するようになった。
これらは丸い銀を意味する「銀元」と称される。重慶の開港以降，重慶で
も銀元が商取引や納税の用途に流通するようになった。メキシコドルなど
と同様の「大洋」と称される銀元には，袁世凱の肖像をかたどった袁頭大
洋や，１９１１年・１９１４年に成都で鋳造された漢板大洋など１６もの種類があ
り，この他にも，６種類の「半元」や，４種類の「角洋」などが，それぞ
れ異なる機関によって鋳造されていた２７）。ただし，当時四川で流通してい
た銀元は，発行地や年代によってその重さや品位が異なるため，四川省内
であっても流通の範囲及び通用の仕方は様々であった。しかし同時に，銀
元は秤量の手間が省けることから，徐々に銀錠にとってかわることとなる。
(c) 制銭と銅元
清朝末期に重慶で流通していたもう一つの本位貨幣は，制銭（銅銭）で
ある。これは通常，中央政府が発行する銅銭を指し，１枚単位では「文」，
１，０００枚ひとくくりにした際の単位は「吊」とされた。制銭は１吊１，０００
文，６斤４両であることが原則であるが，重慶では私鋳された制銭（毛銭）
も多く流通しており，これらは１吊６斤に満たなかったという２８）。このよ
うな質の悪い制銭が混入していることを受けて，清末の重慶では，９９文
２７）「四川幣制概観」『四川経済月刊』第３巻第１期，１９３５年１月，１３４～１３７頁。
２８） 前掲「重慶銭幇公所的由来」１１６頁。
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を１００文と換算し，１，０００文を満たす場合はさらに６文を控除し，９８４文
を１吊とする「九九六控底」が一般的であったという２９）。
民国期になると，政府が制銭に代わって銅元（銅貨）を発行するように
なった。これには，四川中部・北部・西部を中心に流通する当二百銅元
（額面２００文）と，南部・東部を中心に流通する当一百銅元（額面１００文）及
び当五十（額面５０文）銅元などがあった３０）。
以上のように，重慶では，主として高額取引に用いられる銀通貨と少額
取引に用いられる銅通貨が，様々な形態で流通していた。特産品の買い付
けなどで，銀通貨と銅通貨を交換する需要が生じるごとに，これらを両替
する必要がある。清末の重慶では市場に「銭市」と称される両替市場がた
つようになり，ここにおいて銭攤・換銭舗などの金融業者が盛んに両替取
引を行うようになった３１）。そして民国期にいたると，これらが「銭荘」へ
と名前を変えていくこととなるのである。
（３） 銭荘とその機能
重慶における銭荘の起源は，山西商人の活動に由来すると言われる。清
代乾年間から嘉慶年間にかけて，山西省平遥の商人雷履泰が天津に開設
した日昇昌染料店が，染料の材料としていた緑青化合物は，四川省の特産
であった。当時四川－天津間には為替制度が未確立で，買い付けには銀を
直送する必要があり，不便であった。そのため日昇昌は，他の商号の代金
回収を代行し，その資金で緑青を購入することで，現銀の輸送を行わない
ようにした。後に北京や天津などの商号が重慶の分店の地代や買付代金回
収を日昇昌に委託するようになり，ここに銭荘による内国為替の原型が出
来上がったとされる３２）。
２９） 前掲「重慶銭幇公所的由来」１１７頁。
３０）「四川幣制概観」『四川経済月刊』第３巻第１期，１９３５年１月，１３４～１３７頁。
３１） 前掲「重慶銭幇公所的由来」１１８頁。
３２） 重慶中国銀行『重慶経済概況（民国十一－二〇年）』出版年不詳，２３頁。
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銭荘が従事していた業務は主に以下のようである３３）。
（１）預金
銭荘の預金には，(a) 長期存款，(b) 便期存款，(c) 比期存款，(d) 往来
存款の四種がある。
(a) 長期存款
長期存款の期限はおおむね３ヶ月（６比期３４））であり，預金を継続
する場合は預金証券（存票）を更新して利息が支払われる。利息は市
場の利率などで決まるが，おおむね１．５％から２％程度であった。
(b) 便期存款
これは無期限で，いずれの比期でも受け取ることができる。利息は
長期存款と同様である。
(c) 比期存款
これは比期ごとに預け入れおよび支払いを設定し，継続の際は預金
者が領収証を更新する預金である。利息は同業の比期利率を基準とし
て決定される。
(d) 往来存款
無利息の当座預金であり，支払いを銭荘に代行させる商号などによ
るものである。
以上のように，銭荘の預金業務は銀行のそれと比べてさらに商業金融の
需要に特化した，比較的短期かつ融通の利く資金受け入れを想定したもの
であったと言えるであろう。またこれには，銭荘のほとんどが合股により
構成され，数年ごとに一度「精算」する慣習があったことも影響している
であろう。
（２）貸付
３３） 前掲重慶中国銀行『重慶経済概況（民国十一－二〇年）』２５－３０頁。
３４） 重慶では，毎月を１５日と月末で区切り，それを「比期」と呼んでいた。
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(a) 長期貸付
期限は３ヶ月で，貸付を継続する場合は証書を更新する。利率は比
期利率と取引上の信用に基づいて決定する。このような貸付は貨物幇
の利用が多く，同業間では少ない。上海銭荘の「長期信用放款」に類
似する。
(b) 比期放款
一比期を期限とし，割引のある場合は貸付証なしで，割引のない場
合は短期受取証を貸付証とする。貸付を継続する場合は証書を更新す
る。同業間の利率は市場利率を基準とし，重慶幇以外の銭荘や商号に
対する利率は市場の銀価格の状況や取引信用の状況によって決定する。
銭荘の貸付もまた，預金と同様に比較的短期の融資が多く，商業金融が
その主要な対象であった。また，そのほとんどが担保物件を設定せず人的
信用によっておこなわれることも，大きな特徴である。
（３）為替取組と手形発行
銭荘の為替取引は国内に限られるが，為替の送付先に分店などがない場
合は，現地の銭荘や銀行に委託する。銭荘は上記業務のなかで，各種の票
拠（手形）を発行する。これが商業金融に特化した営業をおこなう銭荘の
最も特徴的な業務であるといえるであろう。
(a) 荘票
銭荘が銭業公会から振り出す権利を有する支払手形であり，最長
１０日を支払期限とする。振出の上限は設定されていない。荘票が渡
された後は，現金として使用する。銭荘は荘票に対して優先償還の責
任を負う。
(b) 画条
同業間の相互決済通知証であり，外部での通用はできない。重慶の
銭荘は画条制度を一種の記帳貨幣として用いており，その点で上海銭
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荘の虚銀両制度にも似ている。これが重慶における金融取引の特徴と
なることは，後述の通りである。
(c) 交条
商号が銭荘から資金を引き出す際，交条を証書として現金を受け取
る。また銭業公会の決済印を押した上で，荘票と同様に行使すること
もできる。
(d) 二連票
二枚が対になっている手形であり，一つを顧客が，一つを銭荘が持
つ。銭業公会の決済印を押した上で，荘票と同様に用いられる場合も
ある。
(e) 匯票
二枚が対になっており，一枚を重慶の商号が持ち，一枚を銭荘の顧
客か代理人に渡す手形。手形の表には銀の種類や額，支払日や支払い
地点などが記される。銭荘の顧客か代理人が支払いの責を負う。支払
いが終了した匯票には，「某荘款収，別人拾得作為廃紙」との印を押
す。
（４）銭荘の手形相互決済と「匯画」
以上のように，銭荘はそれぞれ往来機関との間での支払いの需要にした
がって，各種手形を発行していた。一方で，これらを相互に決済する仕組
みが，前述の銭荘の同業者組織である銭業公会によって形成されていた。
これは，「匯画」と称される，銭業公会に加盟する銭荘間での手形決済
である。この機能を図示したものが【図１】である。
例えば銭荘 A の顧客が振り出した支払手形（交条）を銭荘 B との間で
精算する場合，まず銭荘 A は，銭業公会の裏付けを得た荘票により資金
を調達する。支払者は預金を引き当てにして交条を振出し，現銀のかわり
に受取者に送付する。受取者は交条を銭荘 B に提示し，現銀を得る。一
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方銭荘 B は，銭業公会に交条の精算を依頼する。銭業公会は，A 銭荘の
荘票残高などを調整した上で，画条を銭荘 B に送付する。銭荘 A と銭荘
B は，画条に基づいて現銀授受をおこなう。こうして，交条が銭荘 A と
銭荘 B の間で精算されることとなるのである。
以上のように，重慶における銭荘は，当時盛んにおこなわれていた信用
取引に用いられた各種手形を相互に決済するため，銭業公会を中心とする
集中決済機構を作り出していた。この機構は，手形振出に上限や保証が設
定されていないなど，問題をはらむものではあったが，重慶で銭荘間の手
形決済システムがすでに構築されていたことは，特筆に値するであろう。
第三節 重慶における金融調節機能の近代化
（１） 四川における政治状況の変動
すでに述べたように，重慶において銭荘が発展するに伴い，銭荘の同業
者組織である銭業公会は，相互に手形交換をおこなう集中決済機構を作り
出していた。これがその後どのように変化したのかについて論じる前提と
して，ここで辛亥革命以降の四川地域における政治状況を整理しておく。
【図１】 匯画取引の概念
出所：重慶中国銀行『重慶経済概況（民国十一～二〇年）』３０～３１頁をもとに筆者作成。
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辛亥革命以降の四川地方では，四川省政府が成立し，諮議局や参事会な
どの議会機構が設置されていた。しかし実際には，省政府が各地の軍事勢
力の版図を「防区」として追認し，この防区を事実上の行政区分とする状
態が常態化していた。この防区の範囲は，各軍閥間での抗争の帰趨に従っ
て変化した。各地の軍閥は自らの勢力拡大のため，それぞれ独自の税制を
設けて軍隊を養うとともに，同郷出身者や士官学校同窓生の人脈による利
権集団を形成していった。中でも四川陸軍速成学堂出身の劉湘を中心とす
る「速成派」と，保定陸軍軍官学校出身の劉文輝を中心とする「保定派」
は，こうした集団の中核をなす存在であった。
四川における金融の中心であった重慶は，各軍閥が勢力を拡大していく
上で格好の争奪対象となった。辛亥革命より，重慶には江防軍が駐屯して
いたが，後に頼心輝がその防区に加えた。また頼心輝が貴州軍に敗退した
際には，一時貴州軍の制圧下におかれた。その後万県を地盤とし，呉佩孚
と連合した楊森が進駐した。１９２６年６月，貴州軍を四川より駆逐し，楊
森から重慶を奪回した劉湘は，四川善後督兼川康辺務督として重慶入
りした。国民革命軍の北伐が開始されると，１９２６年８月，劉湘らはこれ
に呼応し，それまで関係の深かった湖北地方の軍閥呉佩孚を見限り，国民
政府の側につくことを宣言した。四川各地に地盤を築いていた軍閥はそれ
ぞれ国民革命軍の一方面軍に改編され３５），南京国民政府から各防区におけ
る駐屯を追認されることとなった。これを受けて１９２８年１１月，各軍政府
首脳による四川省政府が成立した。主席には，第２４軍を率い，最大の勢
力を持つ劉文輝が就き，第２１軍を率いる劉湘は，川康裁編軍隊委員会委
員長に就任した。また１９３１年２月，四川省政府は改組され，劉文輝が主
席に，劉湘が四川善後督についた。こうして，劉文輝が省政の，劉湘が
３５） 四川方面の国民革命軍（川軍）は以下の通り。第２０軍―楊森，第２１軍―劉
湘，第２２軍―頼心輝，第２３軍―劉存厚，第２４軍―劉文輝，第２８軍―錫
侯，第２９軍―田頌堯。
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軍事の中心となる体制が成立することになる３６）。
１９３０年代にいたると二大勢力が出現した。重慶を地盤とし，軍事力を
掌握した劉湘の支配領域は川東・鄂西の４８県に及び，長江交易路を支配
下においた。一方で，敍府・雅安などを地盤とする劉文輝は，川南・川中
・川西・西康８１県を支配下におき，大塩井がある自流井から上がる塩税
の全てを手中にしていた３７）。南京国民政府中央の意に従わない姿勢を示し
た劉文輝に対して，国民政府中央は劉湘支持を打ち出してゆく３８）。両者の
争いは，１９３２年から１９３３年にかけて行われた「安川之役」（俗に「二劉大
戦」ともいう）勃発へとつながっていった。
「安川之役」は，対共産党戦へのてこ入れをはかる南京国民政府中央が，
劉湘を四川剿匪総司令に任命し，四川の軍権全てを劉湘に委ねたことで急
展開し，劉文輝を西康の雅安まで敗退させた。こうして「安川之役」は劉
湘の勝利に帰した。１９３４年１１月中旬，劉湘は重慶から南京へ赴き，蒋介
石と三度会談する３９）。そして劉湘は重慶へ戻った後，新たな四川省政府を
組織し，自ら主席の座に就いたのである。
（２） 劉湘政府の債券発行
こうして，南京国民政府を後ろ盾として四川省政府の実権を掌握した劉
湘は，様々な経済政策を立案し，これを実施していく４０）。これにともない，
重慶ではインフラ関連を中心とする都市化が進み，多くの新興企業が出現
した。
３６） 周開慶『四川与対日抗戦』台北新店：四川文献出版社，１９７１年，６頁。
３７） 前掲周勇主編『重慶通史 第三巻 近代史（下）』８１１頁。
３８） 前掲周開慶『四川与対日抗戦』５頁。
３９） 周開慶編著『民国川事紀要（中華民国紀元前一年至二十五年）』台北新店：
四川文献出版社，１９７５年，５５４頁。
４０） 新たな経済政策の立案にあたっては，国内外の大学を卒業したエリートが多
く採用された。その中には，北京大学や，上海聖約翰大学 (St. John’s Univer-
sity, Shanghai), University of Pennsylvania, 早稲田大学などの出身者が含ま
れる。これについては，別の機会に論じることとしたい。
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【表１】２１軍政府および四川省政府における発行債券一覧
発行期日 名称
発行総額
（銀元）
債券発行の目的 債権返済の担保
利率
（月，％）
１９３２年４月１日 一期整理重慶金融庫券 ２，０００，０００ 重慶金融の整理
重慶・万県の税収および禁煙密輸罰
金の収入から月に２７万元を調達
１．２
１９３２年６月１日 一期塩税庫券 １，５００，０００
軍需費用不足の埋め合
わせ
塩税の正額部分から月１７万５千元を
調達
１．２
１９３２年７月２０日 一期整理川東金融公債 ５，０００，０００ 川東金融の整理
川東税捐総局の重慶地方付加税収入
から月７万元を調達
０．４
１９３２年１１月２０日 二期整理川東金融公債 １，２００，０００２１軍旧債券の利息整理
重慶地方付加税収入から月１万
６，８００元を調達
０．４
１９３２年１２月１日 二期整理重慶金融庫券 ３，０００，０００ 重慶金融の整理
重慶万県税捐局の収入から月３０万元
を調達
１．２
１９３２年１２月１０日 軍需債券 １，０００，０００ 軍費の埋め合わせ
川東税捐総局の収入から月２万
８，０００元を調達
０．８
１９３３年５月２日 印花煙酒庫券 ５，０００，０００
軍費及び政務費の埋め
合わせ
２１軍の煙草・酒・印紙税収入から月
１４万元を調達
０．８
１９３３年７月１５日 短期塩税庫券 ５，０００，０００
軍費及び政務費の埋め
合わせ
２１軍の塩税正額部分から月１１万元を
調達
０．８
１９３３年３月３１日 三期整理重慶金融庫券 ２，５００，０００
軍費及び政務費の埋め
合わせ
重慶万県税捐局の収入から月２５万元 ０．８
１９３３年１１月１５日 短期軍需庫券 ３，０００，０００ 対共産党戦軍費の調達 １９３４年田賦から３００万元 １
１９３３年３月３１日 三期塩税庫券 ３，０００，０００ 軍費調達 塩税正額部分から月３３万６，０００元 １．２
１９３３年８月３１日 一期田賦公債 １５，０００，０００ 軍費調達
田賦から上期および下期にそれぞれ
２１０万元
０．８
１９３４年１月 統税庫券 ３，０００，０００ 軍費及び政務費調達 重慶万県税捐局収入から月２１０万元 １．２
１９３４年６月 四期塩税庫券 ６，０００，０００ 軍費調達
塩税正額部分から月３５万元，元整理
税から１８万元，五通橋塩税から１２万
元
１．２
１９３４年６月 勦赤公債 １０，０００，０００
１９３４年６月 二期田賦公債 １５，０００，０００
２１軍発行分合計 ８１，２００，０００
１９３５年７月 整理四川金融公債 １２０，０００，０００
四川省の長短期債務お
よび公債庫券の整理
田賦収入から利息，塩税収入から元
金
０．４
１９３５年７月 四川善後公債 ７０，０００，０００
四川対共産党戦の促進，
建設，債務整理
中央の四川塩税から，１年目月４７万
元，２年目以降月９３万元の補助金を
支出する
年６％
１９３５年８月１日 整理四川金融庫券 ３０，０００，０００
四川金融の整理，対共
産党戦の進行
中央の四川統一税および印花税から
月５５０，０００元
０．５
１９３５年８月
清理四川省短期借款憑
証
１１，５００，０００
四川省政府の返済すべ
き１９２５年３月分以降の
短期借款整理
四川禁煙（アヘン）収入 １
１９３５年４月１日 四川善後公債 １５，０００，０００
四川対共産党戦の完成，
建設事業の遂行
中央の四川塩税部分から月４万元，
煙酒税から月４万元，省政府営業税
から５万元の補助金を支出
年６％
１９３５年９月１日 第一次四川建設公債 ３０，０００，０００
四川交通建設および生
産建設の遂行
四川省田賦収入 年６％
四川省政府発行分合計 ２，７６５，０００，０００
出所：『四川経済参考資料』C１６０頁附表より筆者作成。
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その一方で，劉湘政府はこれに前後して多額の公債を発行している。
【表１】は，劉湘の影響下にあった国民革命軍第２１軍政府および四川省政
府が発行した公債・債券の一覧である。
２１軍期の発行総額は８，１２０万元であり，月利率が０．８～１．２％と高額の
設定になっていることから，軍政府の信用が低かったことが見て取れる。
四川省政府期の発行総額は２７億６，５００万元である。償還担保にはより確
かな中央政府正額部分があてられており，また中央政府の補助がついてい
る場合には利率が年利６％とこれまでのものより概ね低く設定され，債券
の信用が高まったことが明らかである。
さて，それではこれほど多額の債券を，いったい誰が引き受けたのであ
ろうか。これまでは，多く出現した銀行が軍閥の圧力の下で否応なく引き
受けさせられたとの見解が一般的であった。ただしそこには，劉湘政府が
大量に発行する債券を，金融システムの中に組み込んでいくメカニズムが
存在したものと考えられるのである。
（３） 重慶証券交易所の設置
劉湘政府がまず取り組んだのは，各種債券の流動性を高める方策であっ
た。その一つとしてあげられるのは，重慶証券交易所の設置である。１９３２
年，２１軍財政庁長であった劉航が発起人となり，楊粲三（聚興誠銀行主
任事務員）を理事長，康心如（四川美豊銀行総経理）を代理理事長として，
重慶証券交易所が発足した４１）。当初交易所では，上海方面向け為替である
申匯の取引が盛んに行われたが，１９３４年の申匯高騰における価格操作の
嫌疑から，１９３５年１月に閉鎖された４２）。その後，１９３５年９月，新たに重
慶証券交易所が設立された。【表２】は，新重慶証券交易所の役員一覧で
ある。これによれば，理事長に潘昌猷（重慶銀行総経理）が，常務理事には
４１）「重慶証券交易所概況」『四川月報』４－１，１９３４年１月，５１～５５頁。
４２）『四川経済参考資料』D５５頁。
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盧瀾康（安定銭荘経理），康心之（重慶地方銀行経理）が就任している。この
他の役員にも，銀行と銭荘の経営者がバランスよく配置されていることが
見て取れる。
またその傾向は，重慶証券交易所加盟取引商の構成を見てもあきらかで
ある（【表３】）。ここでは，債券の流動性が高めようとする劉湘政府の意図
のもと，国家・省政府発行の債券や各種有価証券売買が盛んにおこなわれ
た。そしてその中には，近代的金融機関としての銀行のみならず，銭荘の
影響力も少なからず存在したことがうかがえる。
（４） 銀銭業同業公会聯合公庫と新票拠交換所
１９３３年，銀行業同業公会と，前出の銭業公会が合同で「重慶銀銭業同
業公会聯合公庫」を設立し，ここに手形の集中決済機構としての「票拠交
換所」を設置した。１９３５年，銀銭業同業公会は廃止されるものの，銀銭
業聯合票拠交換所はそのまま残され，営業を続けた４３）。そして１９３６年，
４３）『四川経済参考資料』D４０頁。
【表２】 重慶証券交易所役員一覧
役 職 姓 名 所 属 本 籍
理 事 長 潘昌猷 重慶銀行総経理 四川仁寿
常務理事 盧瀾康
康心之
安定銭荘経理
重慶地方銀行協理
四川巴県
陝西城固
理 事 呉受
陳詩可
羅芝麟
楊粲三
川塩銀行董事長
和成銭荘経理
益民銭荘
聚興誠銀行総経理
四川巴県
四川巴県
四川営山
四川巴県
監 察 人 何北衡
張子黎
何紹伯
川康銀行総経理
平民銀行経理
信通銭荘経理
四川羅江
四川巴県
四川巴県
出所：「重慶証券交易所股有限公司理事及監察人名冊（民国二十
四年九月二日選出）」実業部商業司档案（台湾中央研究院近
代史研究所档案館蔵），17-23-01-17-28-001。
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新たに票拠交換所が成立した。
これに加盟した銀行および銭荘は【表４】の通りである。新票拠交換所
は，中国銀行から３００万元の貸越枠を得ており，これを各加盟機関に割り
【表３】 重慶証券交易所取引商一覧
名称 所在地 種別 本店 名称 所在地 種別 本店
四川省銀行 陝西街 銀行 成都 謙康荘 陝西街 銭荘 重慶
和成銭荘 新街口 銭荘 重慶 和勝証券号 第一模範市場 証券 重慶
聚和 陝西街 銭荘 重慶 江海銀行 陝西街 銀行 重慶
重慶銀行 大十字口 銀行 重慶 益源荘 新街口 銭荘 重慶
永慶銭荘 一牌坊 銭荘 重慶 恵川 陝西街 銭荘 成都
慶余生 第一模範市場 銭荘 重慶 興記字号 第一模範市場 銭荘 重慶
聚興誠銀行 新豊街 銀行 重慶 益民 打銅街 銭荘 重慶
信通 曹家巷 銭荘 重慶 正大証券号 第一模範市場 証券 重慶
徳記 九尺坎 銭荘 重慶 和盛銭荘 陝西街 銭荘 重慶
平民銀行 都郵街 銀行 重慶 和慶 打銅街 銭荘 重慶
同豊銭荘 打銅街 銭荘 重慶 源遠荘 陝西街 銭荘 重慶
勝利証券号 新街口美豊二楼 証券 重慶 益友義記 打銅街 銭荘 重慶
川塩銀行 新街口 銀行 重慶 鴻慶 打銅街 銭荘 重慶
和済銭荘 陝西街 銭荘 重慶 泉豊 打銅街 銭荘 重慶
聚豊荘 陝西街 銭荘 自流井 志遠証券号 打銅街 証券 重慶
川康殖業銀行 打銅街 銀行 重慶 復興荘 陝西街 銭荘 重慶
義豊銭荘 上陝西街 銭荘 重慶 誠益荘 第一模範市場 銭荘 重慶
裕民 打銅街 典当 成都 同吉康 演舞庁二号 銭荘 重慶
四川商業銀行 打銅街 銀行 重慶 集記大亨 陝西街 銭荘 重慶
同心銭荘 第一模範市場 銭荘 重慶 勤徳 陝西街 銭荘 重慶
成記 商業場 銭荘 重慶 和昌 棉花街 銭荘 重慶
四川美豊銀行 新街口 銀行 重慶 友康 陝西街 銭荘 重慶
仁裕荘 陝西街 銭荘 重慶 恰記 陝西街 銭荘 重慶
栄豊 第一模範市場 銭荘 重慶 和通 新街口 銭荘 重慶
建設銀行 陝西街 銀行 重慶 協和 陝西街 銭荘 重慶
出所：『四川経済参考資料』D４１頁より筆者作成。
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振る（具体的には，銀行が２５万元，銭荘が２万～５万元）ことになっていた。
一方で，各機関は，現金保証５０００元，信用保証には善後公債をあてるこ
ととされた４４）。各機関が中国銀行におさめる預金については，週３％の利
息とされた。
この票拠交換所における手形決済取引を図示したものが【図２】である。
例えば票拠交換所加盟金融機関 A が，同 B との間での支払手形を決済す
る場合，まず A が銀銭業聯合公庫に納入している保証金・証券を担保と
して，票拠を振り出す。A は B に票拠を送付する。B は票拠を受け取る
と，A に額面などを記載した交換通知単を送付する。B は，金額や支払
い銀行などを記入した交換貸借対照表を作成し，票拠交換所へ送付する。
票拠交換所は，各加盟機関からの交換貸借対照表を集計して総決算表を作
成し，重慶市銀銭業聯合公庫へ送付する。銀銭業聯合公庫は，A と B の
間の手形取引の結果をそれぞれの振出残高の範囲内で精算し，B に抵解
証を送付する。こうして A と B の間での手形取引は，現金の授受なしに
完結されることになるのである。
４４） 前掲『四川経済参考資料』D４１頁。
【表４】 重慶票拠交換所取引商一覧
種別 名称 本店 種別 名称 本店 名称 本店 種別 名称 本店
銀行 四川省銀行
中国銀行
聚興誠銀行
四川美豊銀行
川康平民商業銀行
重慶銀行
川塩銀行
金城銀行
和済銀行
川塩銀行
川康殖業銀行
四川商業銀行
四川美豊銀行
建設銀行
江海銀行
成都
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
銭荘 同生福銭荘
復興銭荘
和済銭荘
聚豊荘
義豊銭荘
裕民
同心銭荘
仁裕荘
栄豊
謙康荘
益源荘
恵川
益民
和盛銭荘
和慶
重慶
重慶
重慶
自流井
重慶
成都
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
成都
重慶
重慶
重慶
源遠荘
益友義記
鴻慶
泉豊
復興荘
誠益荘
同吉康
集記大亨
勤徳
和昌
友康
恰記
和通
協和
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
証券他 勝利証券号
成記
和勝証券号
興記字号
正大証券号
志遠証券号
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
重慶
出所：『四川経済参考資料』D４１頁より筆者作成。
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以上のような，票拠交換所における手形決済の仕組みは，前述の銭業公
会における手形決済の仕組みを発展させて形成されたものとも考えられる
が，以下の諸点において大きく異なるものであった。
まず，手形の振出に現金・債券による保証が設定され，また振出の額に
上限が設けられている点である。銭業公会における手形決済は，銭荘によ
る荘票振り出しに際して経営者の人的信用があてられており，上限額も設
けられていなかったため，銭荘の取り付け・倒産が頻発する事態が生じ
た４５）。ここに現金保証および信用保証を導入したわけであるが，信用保証
として，劉湘政府発行の債券が指定されている点が重要である。先に設立
された証券交易所において流動性を高められた債券は，手形交換のような
金融取引の引き当てとしての意義を併せ持つこととなった。こうして，劉
湘政府の債券消化への意図はより実現性を持つことになったのである。
また，中央政府系銀行である中国銀行の貸越枠が，加盟各金融機関によ
【図２】 票拠交換所手形決済取引の概念
出所：「重慶金融調査 （一）金融業之実務」（『四川経済月刊』第３巻第４・５期，１９３５年
５月，４５～４６頁）をもとに筆者作成。
４５）１９２０年代に５０あった銭荘は，１９３０年代に至ると半減したという（前掲『重
慶経済概況』３２～３３頁）。これについては，別稿にて扱うこととしたい。
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る振出額の上限の根拠となっている点も注目される。票拠交換所における
手形交換取引は，多くの場合商業金融を中心とするローカルな取引決済を
想定したものであるが，ここに中国銀行の保証が加わることによって，重
慶における信用取引がより広域的なものへと変化したことが，如実に表れ
ていると考えることができるであろう。
おわりに
以上，本稿では重慶における伝統的金融機関と手形の集中決済機構をめ
ぐる状況について再検討した。１９３０年代までの重慶では，複雑な産業取
引構造や通貨制度が展開していたが，その中で独自の経済制度が確立され
ていた。同時期に台頭した軍事勢力は，中央の資本や制度を取り込むこと
で，自らの勢力基盤拡大を図ろうとした。公債の消化に端を発するこうし
た活動は，やがて地方独自の経済制度を塗り替えていくことになるが，そ
こには銭荘のような伝統的金融機関の影響が少なからず見受けられたので
ある。
他方，本稿では手形取引の概念を主要な考察対象としたため，これらが
市場でどのように使用されていたか，その具体的な状況については充分に
検討できなかった。また，重慶ではこの直後の１９３８年，日本の侵略に対
抗する国民政府の戦時首都に指定され，大きな転換を迫られることとなる
が，その中で，本稿で見たような経済制度はさらにどのような展開を見せ
たのかも重要な問題である。あわせて今後の課題としたい。
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